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切
部
王
子
跡

県
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

切
部
王
子
は
、
熊
野
九く

じ
ゅ
う
く

十
九
王
子

の
う
ち
、
藤ふ

じ
し
ろ白

・
稲い

な
ば
ね

葉
根
・
滝た

き

尻じ
り

・

発ほ
っ
し
ん
も
ん

心
門
な
ど
と
と
も
に
、
五
体
王
子

と
し
て
最
も
格
式
あ
る
王
子
社
で

す
。平

安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

の
３
０
０
年
間
は
熊
野
詣
が
盛
ん

で
、
当
社
は
そ
の※

１

中ち
ゅ
う
け
い
よ
う
は
い
し
ょ

継
遥
拝
所
と
し

て
、
上
皇
・
法
皇
・
女に

ょ
い
ん院
・
武
人
・

文ぶ
ん
じ
ん
ぼ
っ
か
く

人
墨
客
は
必
ず
参
拝
し
、
皇
族
の

宿
泊
所
で
あ
る
御ご

し
ょ
ご
て
ん

所
御
殿
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

後
鳥
羽
上
皇
が
御
所
御
殿
に
宿
泊

し
、
お
と
も
の
人
々
と
歌
会
を
催
し

た
際
、
参
加
し
た
11
人
が
懐か

い
し紙
に
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
和
歌
を
し

た
た
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な
、

国
宝
「
切き

り
め
か
い
し

目
懐
紙
」
で
す
。
そ
の
後
、

「
切
目
懐
紙
」
は
京
都
西
本
願
寺
に
秘

蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

切
部
王
子
に
は
そ
の
写
し
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
１
…
遠
く
離
れ
た
所
か
ら
神
仏
な
ど
を
は

る
か
に
拝
む
た
め
に
設
け
ら
れ
た
場
所
。

※
２
…
詩
文
・
書
画
な
ど
に
親
し
む
人
。

伝
統
文
化

切
目
神
社
本
殿
の
建
築
様
式
は
、

奈
良
県
の
春
日
大
社
に
代
表
さ
れ
る

「
春
日
造
」
で
「
一い

っ
け
ん
し
ゃ
か
す
が
づ
く
り

間
社
春
日
造
」
と

い
わ
れ
ま
す
（
一
間
社
と
は
正
面
の

柱
間
が
一
つ
の
こ
と
）。

本
殿
の
屋
根
は
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺
で
す
が
、

こ
の
葺
き
方
は
造
形
の
美
し
さ
が
あ

る
も
の
の
、
一
方
で
植
物
性
の
屋
根

切
目
神
社
の

屋
根
を

葺
き
替
え
ま
し
た

特集
和
歌
山
県
指
定
文
化
財（
史
跡
）切き

り

べ

お

う

じ

部
王
子
跡

←屋根の葺き替え工事が完了した
　切目神社

　
平
成
29
年
７
月
、切
部
王
子
跡
社
殿
保
存
修
理
に
伴
う
屋
根
工
事
の
竣
工
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
の
保
全
修
復
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、歴
史
的
建
造
物
等
の
文
化
財
を
次
の
世
代
に
伝
承
す
る
こ
と
も

重
要
と
捉
え
、地
元
小
中
学
生
や
一
般
の
方
を
対
象
に
見
学
会
を
開
催
し
、普
段
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
興
味

深
い
話
が
聞
け
る
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、屋
根
葺
き
替
え
工
事
の
過
程
を
含
め
、切
目
神
社
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
史
跡
と
は
、文
化
財
の
種
別
の
一
つ
で
、学
術
的
価
値
が
高
い
歴
史
的
な
遺
跡
等
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
王
子
と
は
、熊
野
参
詣
道
沿
い
に
所
在
し
、参
詣
の
際
に
お
祈
り
な
ど
を
さ
さ
げ
た
施
設
で
す
。

※
県
指
定
文
化
財
の
名
称
は
「
切
部
王
子
跡
」で
す
が
、文
献
で
は
「
切
部
王
子
」・「
切
目
王
子
」と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２



2017・9

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ル
ト
ノ
キ

県
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）

境
内
地
に
は
、
和
歌
山
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
天
然
記
念
物

の
『
切
目
神
社
の
ホ
ル
ト
ノ
キ
』
が

あ
り
ま
す
。

ホ
ル
ト
ノ
キ
は
暖
地
性
の
常
緑
樹

で
、
葉
は
一
見
ヤ
マ
モ
モ
の
葉
に
似

て
い
ま
す
。

『
切
目
神
社
の
ホ
ル
ト
ノ
キ
』
は
、

幹
周
り
約
４
メ
ー
ト
ル
、
根
周
り
約

６
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
16
メ
ー
ト
ル
、

樹
齢
３
５
０
年
以
上
と
推
測
さ
れ
、

学
術
上
貴
重
な
天
然
記
念
物
で
す
。

別
名
、「
よ
も
ぎ
の
き
」、「
も
が
し
」、

「
ず
く
の
き
」、「
は
ぽ
そ
の
き
」
と
も

い
い
、
人
々
の
尊そ

ん
す
う崇

を
集
め
て
い
た

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
比
較
的
寿
命
が
短
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

檜
の
皮
で
あ
る
「
檜ひ

わ
だ皮
」
は
、

１
０
０
年
以
上
生
長
し
た
檜
の
皮
を

立
木
の
ま
ま
採
取
し
ま
す
。

檜
皮
葺
に
使
わ
れ
る
竹
釘
は
、
長

さ
３
・
６
セ
ン
チ
、
径
３
ミ
リ
程
度
に

裁
断
し
た
も
の
を
天
日
乾
燥
さ
せ
て

焙ば
い
せ
ん煎

し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
竹
釘
は
一
坪
あ
た
り

２
４
０
０
～
３
０
０
０
本
近
く
使
用

す
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。「
葺ふ

き
し師
」

は
竹
釘
を
一
度
に
30
本
程
度
口
に
含

み
、
一
本
ず
つ
取
り
出
し
、
打
ち
込

み
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
竹
釘
は
檜
皮
交
換
時
期

の
30
～
40
年
経
過
し
て
も
傷
み
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
屋
根
の
一
部
分
を
と
っ

て
み
て
も
、
当
時
の
技
術
に
は
、
先
人

達
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
る
も
の
だ
と

3

和歌山県指定文化財（史跡）切部王子跡  切目神社の屋根を葺き替えました

↑ホルトノキ
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屋
根
の
劣
化

『
切
目
神
社
旧
記
』
に
よ
る
と
、
切

目
王
子
は
崇す

じ
ん神

天
皇
67
年
の
創
建
と

い
わ
れ
て
お
り
、
以
来
再
建
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
社
殿
は
、

文
政
11
年
（
１
８
２
８
年
）
に
再
建

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
回

の
屋
根
の
葺
き
替
え
は
昭
和
54
年

で
、
風
雨
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
動

物
の
被
害
に
よ
り
劣
化
が
著
し
い
状

況
で
し
た
。

屋
根
葺
き
替
え
工
事
に

む
け
て

こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残

そ
う
と
地
元
の
氏う

じ
こ子

に
よ
り
、
平
成

16
年
５
月
か
ら
建
設
費
用
の
積
立
が

行
わ
れ
、「
切
部
王
子
跡
社
殿
保
存
修

理
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
今
回
の

修
理
事
業
が
本
格
的
に
進
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

進
捗
状
況

・
平
成
27
年
12
月

公
益
社
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
基
本
設
計
業
務
を
委
託

・
平
成
28
年
12
月

「
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

切
部
王
子
跡
社
殿
保
存
修
理
に
伴

う
屋
根
工
事
」
を
締
結

・
平
成
29
年
１
月

仮
殿
遷
座
祭
を
斎
行

工
事
安
全
祈
願
祭
を
斎
行

・
平
成
29
年
３
月

屋
根
葺
き
替
え
現
場
見
学
会

・
平
成
29
年
５
月

屋
根
と
共
に
劣
化
が
進
ん
で
い
た

箇
所
を
含
め
た
工
事
が
完
了

・
平
成
29
年
７
月

竣
工
式
典
を
斎
行

総
事
業
費
は
２
千
２
百
万
円
で
、
地

元
区
の
積
立
金
と
和
歌
山
県
文
化
財
保

護
費
補
助
金
を
活
用
し
、
38
年
ぶ
り
の

屋
根
葺
き
替
え
と
な
り
ま
し
た
。

特集

↑安全祈願祭

↑旧檜皮をはがした様子

檜皮を束にしたもの→

↑葺
ふきし

師による葺き替えの様子

↑葺き替え完了

↑仮設工事の様子←↑旧檜
ひわだ

皮屋根の様子

↑竣工式の様子
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切目神社ホームページのご案内
切目神社と周辺地域の情報発信のために公開されています。
このホームページは、2016 年上半期「印南町まちづくり基金」の助成金を
活用し製作されました。　ホームページアドレス … http://kirimejinja.com

5

30
～
40
年
に
一
度
の
貴
重
な
工
事

を
住
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
３
月
24
～
25
日
の
二
日
間
、

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

一
般
見
学
会
に
先
駆
け
、
地
元
の
小

中
学
生
を
対
象
に
し
た
見
学
会
を
、

３
月
15
～
16
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
皆

さ
ま
に
郷
土
の
文
化
財
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

参
加
し
た
小
中
学
生
は
、
葺ふ

き
し師
に

よ
る
葺
き
替
え
の
職
人
技
を
間
近
に

見
学
し
た
り
、
そ
の
様
子
を
見
て
質

問
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
屋

根
の
模
型
（
写
真
①
）
を
使
用
し
、

竹
釘
で
檜
皮
を
打
ち
と
め
る
体
験
を

し
た
こ
と
に
よ
り
、
文
化
財
を
さ
ら

に
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ホームページアドレス
http://kirimejinja.com

和歌山県指定文化財（史跡）切部王子跡  切目神社の屋根を葺き替えました

見
学
会 

―
理
解
を
広
げ
る
た
め
に
―

↑箱
はこむね

棟修理（上：修理前、下：修理後）↑拝殿基礎工事（上：修理前、下：修理後）

2

5 4模型（①）を使用した
葺き替え体験（②、③）

切目中学生を対象にした
檜皮葺屋根の学習（④）

一般見学会（⑤）

3

1
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お知らせ
印南町からの

みんなで支え合い⑱

Information

印南町地域包括支援センターからの

～地域ケア会議の開催～
7月の会議では、認知症の方への対応などについて話し合いましたのでご紹介します。

印南町地域包括支援センター	 ☎42-1738（役場内）
在宅介護支援センター	 ☎42-1433（印南町社協内）
	 ☎42-8110（カルフール内）

高齢者の生活のことや
認知症のことでの
ご相談は、

●印南町の認知症の現状について知る

●グループでの話し合いと今後　

年齢を重ねるにつれ、認知症を発症する人の割合も増えます。平成29年5月末、高齢化率
が34.7％と日高郡で一番高くなっています。また、高齢者の一人暮らし・高齢者世帯の率も
国や県に比べ高くなっています。今後、認知症の方は増え、その方を介護する方が近くにい
ない、または高齢者であることから、地域で見守り支えていく必要があると考えられます。

笹野クリニック医師（認知症サポート医）、民生児童委員協議会代表、ケアマネージャーの事業
所（藤接骨院、日高博愛、カルフール、梅の里、社協）、介護サービス事業所（カルフール・ド・
ルポ印南）、薬局（タイコー堂薬局印南店）、和歌山病院地域医療連携室、北出病院地域医療連携室、
印南町地域包括支援センター、印南町社会福祉協議会、印南町保健センター
※参加ご希望の事業者様がおられましたら、役場住民福祉課までご一報ください。

高齢者二人暮らしで介護者が急死し、その後の手続きに困ったことよりも、今後成年後見
などの制度の活用が必要なことや、見守りは介護サービスだけでは不十分なことよりも、地
域の方々の協力が必要であることなどが意見として出ました。

認知症対策は、家族から地域へ広がる町全体としての問題であり、このような情報共有の場を
持ちながら、皆さまと一緒に考えていきたいと思います。これから

参 加 者

内 容

スポーツの秋恒例、いなみまめダムマラソン大会が開催されます。今年も皆さまのご参加をお待ちしています。

日　　時　11月5日（日）
　　　　　　受　　付　8：00～
　　　　　　開 会 式　9：00～
　　　　　　スタート　9：30～
会　　場　切目川ダム
部　　門　4種目11競技
コ ー ス　1km・2.4km・3km・5km
申込締切　9月22日（金）

いなみまめダムマラソン第3回大会のお知らせ
Information

お問い合わせ先　教育委員会教育課内いなみまめダムマラソン実行委員会　☎42-1700



お問い合わせ先　総務課　☎42-0120
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平成30年度防護柵設置事業要望申込について
Information

平成 30 年度の防護柵設置に対する補助事業の要望を受付けています。補助事業実施を要望する場合は、要望書
に必要事項を記入し、申込期日までに産業課まで提出してください。

■要望書（印南町役場産業課に備え付けています）
■設置したい場所の位置図

※期日後の要望の受付は行いませんので、ご了承ください。

事業名 内容・条件等 補助内容等

鳥獣被害防止
総合対策事業

防護柵で囲む農地内（1工区）の受益者が3戸以上の場合
　鳥獣被害防止対策協議会が一括して資材を購入し、資材
を配布、受益者が設置および維持管理を行います。
※鳥獣被害防止対策協議会が一括して購入するため、必ず

しも要望に沿った資材が配布されない場合があります。

資材支給
※国庫補助金の配分状況によっては、

資材費の一部を負担していただく
場合があります。

防護柵等設置
支援事業　　

防護柵で囲む農地内（1工区）の受益者が2戸以下の場合
　町内2戸以上の農業者をもって管理組合を組織し、設置
および維持管理を行います。

資材費の3分の2以内
・イノシシ、シカ用
　1mあたり900円以内
・サル用1mあたり2,000円以内

●事業内容

●提出書類

●申込期日　平成29年10月27日（金）まで

お問い合わせ先　産業課　☎42-1737

防災まめ知識～9月1日は防災の日～

9月1日は、「防災の日」です。また、「防災の日」を含む1週間（8月30日～ 9月5日）を「防災週間」と
いいます。

これは、1923年（大正12年）9月1日に関東大震災が発生した日であるとともに、1959年（昭和34年）
9月26日の伊勢湾台風によって戦後最大の被害を被ったことが契機となり、地震や風水害に対する心構えな
どを育成するため1960年（昭和35年）に制定されました。

国民の1人1人が地震、津波、台風、高潮などの災害について認識を深め、これに対処する心構えを準備す
るいい機会となります。まずは簡単に行える身の回りのことから取り組みましょう。また、地域における防
災活動などがあれば積極的に参加しましょう。

印南町では家庭で行う防災対策として、家具転倒防止器具・感震ブレーカーの購入・
取付けに対し、高齢者世帯などを対象に補助事業を実施しています。

また、平成12年5月以前に建てられた木造住宅および、昭和56年5月以前に建てら
れた非木造住宅を対象に耐震化の補助事業も実施しています。

防災まめ知識④

Information
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お知らせ
印南町からの

印南町町制60周年記念式典について
Information

印南町町制60周年記念イベントについて
Information

紀州路クリーン大作戦について
Information

お問い合わせ先　印南町町制60周年記念イベント実行委員会事務局　企画政策課　☎42-1736

お問い合わせ先　建設課　☎42-1734

お問い合わせ先　企画政策課　☎42-1736

今年の 8 月 1 日で、印南町は町制 60 周年を迎えました。それを記念して、式典を執り行います。参加は自由です。
皆さまのご参加をお待ちしています。

印南町町制 60 周年を記念して、イベントを行います。約 2，500 発の花火の打ち上げのほか、餅まきや漫才、
よさこいや印南音頭などの楽しいステージを予定しています。皆さま、お誘いあわせの上ぜひおこしください。

紀州路クリーン作戦は、毎年「道路ふれあい月間」の一環として道路
や河川、海岸を清掃し、きれいな環境で来町される方をお迎えしようと
いうものです。

今年は 7 月 22 日（土）に多くの方々に参加していただき、町内の道
路清掃を行いました。参加してくださいました皆さま、ご協力ありがと
うございました。

日　　　時　平成29年9月16日（土）
場　　　所　印南漁港周辺
スケジュール
17：00～　餅まき
18：00～　漫才（かつみ・さゆり、わんだーらんど）
18：40～　よさこいステージ
　　　　　　（和歌山大学よさこいサークル「和歌乱（わからん）」）　
19：05～　印南音頭
19：30～ 20：15（予定）　花火大会
※悪天候の場合は、プログラムを変更のうえ、9月17日（日）、9月18日（月）
　と順次延期いたします。

日　　　時　平成29年9月16日（土）　16：00～ 17：00
場　　　所　印南漁港

駐　車　場　
●旧印南町役場駐車場
●印南中学校
●印南小学校
●カルフール・ド・ルポ印南
（印南中学校、カルフール・ド・ルポ
印南からは、シャトルバスが出ます）↑かつみ・さゆり ↑わんだーらんど
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日裏 勝己印南町長 （ひうら  かつみ）

町
長

メ
ッ
セ
ー
ジ

60周年を迎えます

本
年
8
月
末
で
任
期
を
迎
え
た
印

南
町
議
会
議
員
の
皆
様
は
、
無
投
票

に
よ
り
新
人
2
名
、
元
職
1
名
が
加

わ
り
12
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
の
活
躍
に
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

新
聞
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
か
ね
て
よ
り
工
事
中
で
あ
っ
た

切
目
神
社
の
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事

が
完
了
し
、
7
月
16
日
に
竣
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
月
の
特
集

で
詳
し
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

切
目
王
子
は
、
熊
野
九
十
九
王
子
の

中
で
も
五
体
王
子
と
し
て
大
変
格
式

の
高
い
王
子
社
で
あ
り
ま
す
。
切
目

神
社
旧
記
に
よ
れ
ば
、
今
か
ら
約

２
０
５
０
年
前
の
創
建
で
、
老
朽
化

や
兵
火
に
よ
る
焼
失
に
遭
い
な
が
ら

も
再
建
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
守
り

続
け
て
こ
ら
れ
た
氏
子
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
切
目
神
社
に
寄
せ
る
想
い
の

深
さ
に
感
銘
を
覚
え
ま
す
。
切
目
神

社
が
核
と
な
っ
て
地
域
が
育
ち
、
そ

こ
に
文
化
が
生
ま
れ
、
一
つ
一
つ
歴

史
が
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

熊
野
詣
が
盛
ん
で
あ
っ
た
11
世
紀
～

13
世
紀
に
は
全
国
各
地
に
分
社
が
出

来
、
神
楽
も
受
け
継
が
れ
、
ま
た
、

切
目
王
子
に
か
か
わ
る
歌
も
全
国
各

地
に
残
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

当
時
の
繁
栄
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
今
回
、
切
目
神
社
の

屋
根
が
葺
き
替
え
ら
れ
、
新
し
い
命

が
吹
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
幾
久
し
く
地
域
を
、
印
南
町
を
お

守
り
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。　さ

て
、
本
年
8
月
1
日
に
、
印
南

町
町
制
60
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
人
の
年
齢
で
い
う
還
暦
で
、

新
た
な
出
発
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
今
後
発
生
が
予

想
さ
れ
る
大
災
害
に
対
応
で
き
る
機

能
を
持
っ
た
新
庁
舎
が
完
成
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
60
年
前
の
昭
和
32
年
に
切
目

川
村
、
安
住
村
、
印
南
町
が
合
併
し

新
印
南
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
幾
多
の
困
難
な
時
代
も
、
議

会
、
執
行
部
、
職
員
、
町
民
が
知
恵

を
出
し
合
い
、
切
り
抜
け
て
き
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
60
年
の
歩
み
は
本
年
の
4
月
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
時
代
そ
の
時
代
を
必
死
に
生
き

た
証
の
記
録
で
あ
り
ま
す
。
切
目
神

社
の
歴
史
に
比
べ
れ
ば
程
遠
い
も
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
確
実
に
悔
い

の
残
さ
な
い
行
政
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
、
改
め
て
心
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
町
制
60
周
年
記
念
事
業
と

し
て
来
る
9
月
16
日
（
土
）
に
記
念

式
典
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
執
り
行
う

べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
皆
様

が
何
度
も
会
議
を
開
催
し
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
進
め
て
下
さ
っ
て
お
り
、

広
報
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
案
内
の
通

り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
記
念
式
典
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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健 康 ひろば

お問い合わせ先　保健センター　☎43-8060

◆乳幼児健康相談
　6 か月児と 2 歳児にはブックスタート、1 歳児と 2 歳児にはむし歯予防のお話もあります。
　【対象】6 か月児（平成 29 年 2 月生）、1 歳児（平成 28 年 7 月生）、2 歳児（平成 27 年 6 月生）
　【日程】9 月 11 日（月）

【内容】助産師による「妊娠中を快適に過ごすには」と、
　　　 理学療法士による骨盤ケアのお話です。

【日程】9月4日（月）
【時間】13：30 ～ 15：00頃

～子どもの事故について～
全体の事故発生件数は減ってきていますが、平成27年度の事故

経験のある子どもの割合は、3歳児健診で増えていました。また、
やけどについては減るにいたらず、多い状況で推移しています。保
護者の皆さまは事故予防のために、日頃から子どもの理解にあわ
せて繰り返し教えることが大切です。

そのひとつとして、9月8日（金）に保健センター
で開催される「子どもの救急学習会」に参加して
考えてみませんか？保護者の方だけでなく、おじ
いちゃん、おばあちゃんどなたでも…　お待ちし
ています！

みんなと楽しくいい汗かきましょう! 
【日程】9月8日（金）、22日（金）
【時間】19：30 ～ 20：30

● 子どもの健診・健康相談 場所：保健センター

● つれもて健診

● はつらつママ教室 場所：保健センター ● 運動deリフレッシュ教室 場所：保健センター

● 保健センターより　～今月のひとこと～

受付時間：7：15～9：00

【特定健診結果説明会】
日程は「まちのカレンダー」に掲載していきます。
時間については1週間前に特定健診を受診した方のみハガキで
お知らせします。

日　程 場　所

9月10日（日） まづま保育園
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印南町の男性の健康寿命は県内トップ！！

大切な命を守るためにあなたができること
～ゲートキーパーを知っていますか？～

1に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ

和歌山県が「健康わかやま推進提言書」を発行し、県内各市町村の平成22年の平均寿命、健康寿命が発表され
ました。その中で、なんと印南町の男性の平均寿命、健康寿命ともに県内トップであることがわかりました!!

●健康寿命とは…日常生活に制限のない期間の平均をいいます。

「最近、ちょっと気になるな…」と思ったら

健康寿命を延ばすためには「運動習慣の定着」「食生活の改善」といった健康的な生活習慣を送ることが大切です。

ゲートキーパーとは命の門番のことです。自殺をしようとしている人のサインにいち早く気付いて、適切な対応
ができる人のことをいいます。荷が重いような気がするかもしれませんが、専門の相談機関につなぐための「架け
橋」のような役目なので、誰もが心がけ次第で、その役割を担うことができます。

①「気付く」「声をかける」
　「元気がない」「口数が減った」「食欲がない」など、身近な人の変化に気づいたら、積極的に声をかけましょう。
②「受けとめる」「傾聴する」
　相手の話によく耳を傾けましょう。一方的に質問したり急かしたりせず、本人が話す気になるまで、じっく

り待つことも大切です。
③「つなぐ」「見守る」
　専門家に相談することを勧めましょう。また、今後も引き続き相手を見守り、相談があればしっかりと受け

止めるようにしましょう。

こころの悩みについての相談機関
　こころの電話　　　　　　　　　　☎073-435-5192（平日9：30 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00）
　和歌山県精神保健福祉センター　　☎073-435-5194（平日9：00 ～ 17：45）
　自殺対策情報センター相談　はあとライン　☎073-424-1700（平日9：00 ～ 17：45）
　御坊保健所　　　　　　　　　　　☎0738-22-3481（平日9：00 ～ 17：45）
　和歌山いのちの電話　　　　　　　☎073-424-8990（平日10：00 ～ 22：00）

印南町の男性の平均寿命　79.80歳（県平均79.07歳　県内　1位）
　　　　男性の健康寿命　78.33歳（県平均71.19歳　県内　1位）

　　　　女性の平均寿命　86.00歳（県平均85.69歳　県内　8位）
　　　　女性の健康寿命　82.48歳（県平均74.33歳　県内14位）

9月10日～16日は自殺予防週間です
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ま
ち
ので
き
ごと

い
な
み
こ
ど
も
園
で
、
毎
年
恒
例
の
七
夕
コ
ン
サ
ー

ト
in
い
な
み
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
で
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
久く

保ぼ

美み

雪ゆ
き

さ
ん
と
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
南
み
な
み
な
ほ
き
さ
ん
が
出
演
し
、
美
し
い
歌
声
と

ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
観
客
に
感
動
を
与
え
ま

し
た
。

ま
た
、
美
し
い
七
夕
の
星
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
舞
台

の
上
で
、
い
な
み
こ
ど
も
園
の
5
歳
児
と
日
高
高
校
・

同
附
属
中
学
校
合
唱
部
と
ゲ
ス
ト
で
「
た
な
ば
た
さ

ま
」
を
歌
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
選
手
の
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
が
選
手
の
皆
さ
ま
を
激
励
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
樫か
し

尾お

咲さ

依え

里り

さ
ん
、
山や
ま

﨑さ
き

祐ゆ
う

莉り

さ

ん
、
鈴す
ず

木き

美み

悠ゆ

さ
ん
、
熊く
ま

本も
と

脩し
ゅ
う

吾ご

く
ん
、
柔
道
で
久く

保ぼ

井い

亜あ

門も
ん

く
ん
、
久く

保ぼ

井い

仁に

菜な

さ
ん
、
日
本
拳
法
で
山や
ま

方が
た

萌も
え

楓か

さ
ん
、
弓
道
で
柴し
ば

田た

百も
も

希き

く
ん
、
硬
式
野
球
で

片か
た

原は
ら

啄た
く

勝と

く
ん
、
女
子
ゴ
ル
フ
で
高た
か

木ぎ

美み

咲さ
き

さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

印
南
漁
港
で
、
い
な
み
こ
ど
も
園
の
園
児
が
イ
サ
キ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
紀
州
日
高
漁
業
協
同
組
合

印
南
町
支
所
の
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
園
児
た
ち

は
、
イ
サ
キ
の
稚
魚
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
受
け
取
り
、

物
珍
し
そ
う
に
中
を
覗
き
込
み
な
が
ら
波
止
場
ま
で
運

び
ま
し
た
。

先
生
や
町
長
と
一
緒
に
稚
魚
を
放
流
し
た
園
児
た
ち

は
、「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
、
イ
サ
キ
の

稚
魚
た
ち
が
元
気
に
泳
い
で
い
く
姿
を
見
送
っ
て
い
ま

し
た
。

イ
サ
キ
は
平
成
11
年
に
町
の
魚
と
し
て
認
定
さ
れ
、

印
南
町
で
は
「
勇
紀
」
と
書
き
ま
す
。

●七夕コンサートinいなみ
　7月8日

●全国大会出場選手壮行会
　7月26日

●いなみこども園
　イサキの稚魚放流　8月8日

今
月
号
で
は
、
７
月
８
日
か
ら
８
月
8
日
ま
で
の
で
き
ご
と
を
紹
介
し
ま
す
。
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掲

示

板

図書室通信
新刊新着のお知らせ！

絵本・児童書 一般書

newbook
公民館図書室の本は、印南町の
ホームページから検索することが
できます。
http://www.town.wakayama-inami.lg.jp/

～レッツ！
エンジョイリーディング～
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印南駅の改修をします！
　切符販売の場所や待合室など印南町の顔である印南駅がきれいになります。改修工事は、10月頃から開始予定です。
　また、5月から印南町シルバー人材センターの事務室が印南駅内に移設されています。皆さま、ぜひお立ち寄りく
ださい。
　　　　※シルバー人材センターでは、草刈りや農作業など、一人では大変な作業等を請け負っています。

■お問い合わせ　印南町シルバー人材センター　☎ 42-7070

後期高齢者医療制度に加入されている皆さまへ
　8月下旬から9月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、1か月の自己負担額が
200円以上軽減される可能性がある方を対象に、ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送
付しています。
　患者負担の軽減や医療保険財政の改善には、ジェネリック医薬品の普及が重要です。この機
会に、ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。
※このお知らせは、現在処方を受けているお薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合に自己負担額が軽減できること

をおつたえするもので、切り替えを強制するものではありません。お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替
えができない場合もあります。切り替えを希望される方は、かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。

■お問い合わせ先
後発医薬品利用差額通知コールセンター　☎ 0120-53-0006（通話無料）
和歌山県後期高齢者医療広域連合　　　　☎ 073-428-6688

変幻 今野　敏

嵯峨野花譜 葉室　麟

政略結婚 高殿　円

標的 真山　仁

暗闇のアリア 真保　裕一

美女は飽きない 林　真理子

母ではなくて、親になる 山崎　ナオコーラ

ダンボールで作れるかわいいキッズ家具＆おもちゃ 山田　素子

たとえる技術 せきしろ

はじめての人のための3000円投資生活 横山　光昭

 ほか

モン太くん空をとぶ 土屋　富士夫

激流のサバイバル　生き残り戦 スウィートファクトリー

靴屋のタスケさん 角野　栄子

怪談5分間の恐怖　また、いる… 中村　まさみ

くじらじゃくし 安田　夏菜

いちにちじごく ふくべ　あきひろ

30000このすいか あき　びんご

へんしんテスト あきやま　ただし

よるのおと たむら　しげる

ゆめねこ 真珠　まりこ

 ほか
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■お問い合わせ先
（公財）わかやま産業振興財団　よろず支援拠点
☎ 073-433-3100

和歌山県よろず支援拠点は、
皆さまの街でミニ講座を

開催いたします
　「よろず支援拠点」は、国が全国に設置する無
料の経営相談所です。皆さまの街で各コーディ
ネーターの経験・知見を活かした様々な講座を
スタートしています。
開催条件　参加人数が3名以上であること
講 座 例　「チラシを自作デザインするために！

知っておきたいちょっとしたコツ」
「創業するときに役立つ資金計画＆資
金調達」など

※詳しくは、
　https://yorozu-wakayama.jimdo.com/を
　ご覧いただくか、下記までお問い合わせくだ

さい。

後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ
平成 29 年度

後期高齢者医療健康診査のご案内
　和歌山県後期高齢者医療広域連合では、高齢者の健
康づくりのため、年1回の健康診査を実施しています。
　対象の方には5月下旬に受診券をお送りしています。
同封している一覧（冊子）に記載された医療機関であ
れば、印南町外でも受診できますので、この機会に健
康診査を受けましょう。
※新たに後期高齢者医療に加入

される方（75歳になられた方）
には、随時、受診券をお送り
します。

■お問い合わせ先
和歌山県後期高齢者医療広域連合　
☎ 073-428-6688

●試験場所　和歌山市および田辺市
　　　　　　（受験料無料）

●説 明 会　日時　平成29年9月18日（月）10：00 ～ 15：00
　　　　　　場所　自衛隊御坊地域事務所

■お問い合わせ先　自衛隊御坊地域事務所　☎23-0020

平成29年度自衛官など募集案内

試験項目 対象年齢 内容 願書受付

自衛官候補生
18 ～ 27歳未満

（高卒見込み含む）

自衛官になる一般的コース
（任期制）
任期は、陸2年、海・空は3
年とし、選抜試験により曹・
幹部自衛官への道も開かれ
ています

男子 平成29年9月27日（水)まで

女子 平成29年9月22日（金）まで

防衛大学校学生
18 ～ 21歳未満
(高卒見込み含む)

将来の幹部自衛官を
養成するコース

一般（前期）
平成29年9月5日（火）～ 9月29日（金）
推薦・総合選抜
平成29年9月5日（火）～ 9月7日（木）

防衛医科大学校
看護学科学生

18 ～ 21歳未満
（高卒見込み含む）

看護師、保健師の幹部自衛
官を養成するコース

平成29年9月5日（火）～ 9月29日（金）

防衛医科大学校
医学科学生

18 ～ 21歳未満
（高卒見込み含む）

医師である幹部自衛官を
養成するコース

平成29年9月5日（火）～ 9月29日（金）



いなみ

【開 設 日】9月14日（木）
【会　　場】社会福祉センター
【相談時間】10：30～15：00

2017・915

■お問い合わせ先
印南町社会福祉協議会
☎ 42-1433

ひまわり教室
（育児教室）のご案内

心配ごと相談所
行政相談・消費生活相談所
開設

稲原ルート 2人
切目川ルート 54人
合計 56人

コミュニティバス
利用状況（7月）

■お問い合わせ先
教育委員会教育課　
☎ 42-1700

最高裁委嘱調停相談会開催の
お知らせ

　御坊調停協会では、最高裁委嘱調停相談会
を開催します。トラブルの解決などでお困り
の方は、どうぞご利用ください。相談料は無
料です。
●日　　時　9月30日（土）
　　　　　　10：00 ～ 15：00
●場　　所　御坊商工会議所3階　小会議室

※調停は、訴訟と異なり、裁判官のほかに一
般市民から選ばれた調停委員2名以上が加
わって組織した調停委員会が当事者の言い
分を聴き、必要があれば事実を調べ、法律
的な評価をもとに
条理に基づいて歩
み寄りを促し、当
事者の合意によっ
て実情に即した解
決を図ります。

■お問い合わせ先
御坊裁判所
☎ 22-0006

　9月の活動は、「ボールで遊ぼう！」
です。

【日　程】9月15日（金）
【受　付】9：30 ～
【場　所】いなみっ子交流センター
【持ち物】お茶、タオル

　昭和16年に、印定寺の前で撮影された印南祭りの様
子です。当時は建物が少なく、田んぼが広がっていたこ
とが分かります。

印南町の姿
～町制60周年をむかえて～

印南町の過去の写真を募集しています！
　過去の印南町の様子が分かる、古い写真を募集しています。
ご自宅に古い写真がありましたら、ぜひ企画政策課までお持
込ください。（写真は返却いたします）

こどもの写真も募集しています！
（対　　　象）10月に1 ～ 5歳の誕生日を迎えるお子さん
（締　切　日）9月7日（木）
（メッセージ）文字数は40文字以内
※応募多数の場合は、先着順とします。

■お問い合わせ先
企画政策課　☎ 42-1736
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公民館

切目社会教育センター

保健センター

総務課

税務課

生活環境課

出納室

建設課

42-0120

42-1731

42-1732

42-1733

42-1734

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

企画政策課

産業課

住民福祉課

議会事務局

教育委員会

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

42-1736

42-1737

42-1738

42-1739

42-1700

42-1702

43-0773

43-8060
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　切目王子は、九十九王子の一つで、その中でも格式
高い五体王子の一社です。本殿の檜皮葺きの屋根が38
年ぶりに葺き替えられたことを祝って、竣工式が行わ
れました。
　今月号では、切目神社の屋根の葺き替えを特集して
います。特集を読んで、印南が誇る素晴らしい歴史を
感じてください。

平成29年7月31日現在
世帯：	3,239世帯	（ −1）
人口：	8,431人	 （−20）
男性：	3,973人	 （−10）
女性：	4,458人	 （−10）

人の動き

直接
つながります

編集
後記

※（）内は平成29年6月30日との比較です。
※外国人の人口を含みます。

月号まちのカレンダー9
2017年

平成29年

kikaku@town.wakayama-inami.lg.jp
連絡先

この広報誌は環境と資源を守る再生紙・植物油インキを使用しています。

日 月 火 水 木 金 土

1
●健診結果説明会
　（稲原）

2

3 4
●はつらつママ教室

5
●スマイル
●ひよこクラブ
●さくらんぼ

6
●よちよち会
●倒れんジャー
　9：00 ～ 11：00

7 8
●運動deリフレッシュ

教室
●子どもの救急
　学習会

9

10
●つれもて健診
　（真妻）

11
●乳幼児健康相談

12
●スマイル

13
●よちよち会
●倒れんジャー
　9：00 ～ 11：00
●いきいきサロン
　13：00 ～ 14：30

14 15
●ひまわり教室

16
●印南町町制60周年

記念花火大会

17
●開庁日
　住民福祉課
　税務課

18 19
●スマイル
●ひよこクラブ
●さくらんぼ
●健診結果説明会
　（切目）

20
●倒れんジャー
　9：00 ～ 11：00

21 22
●運動deリフレッシュ

教室

23

24 25 26
●スマイル

27
●よちよち会
●倒れんジャー
　9：00 ～ 11：00
●いきいきサロン
　13：00 ～ 14：30

28 29 30

10/1 2
●国保税第3期納期限

カッくん エルちゃん


